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職
員
の
ひ
と
り
言 

 

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
思
う
事
」 

作
業
療
法
士 

 

Ｔ 

Ｎ 
 

７
月

23

日
よ
り
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
み
な
さ
ん
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は

全
て
の
競
技
で
は
な
い
の
で
す
が
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
（
リ
レ

ー
）
を
見
ま
し
た
。
開
始
前
は
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
や
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、

や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
は
い
い
な
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。 

私
は
、
学
生
時
代
に
テ
ニ
ス
を

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
高
校
野
球
等

の
大
会
を
見
て
い
る
と
、
も
う
少
し

頑
張
っ
て
や
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

何
か
に
打
ち
込
め
る
こ
と
が
あ
る

方
は
や
は
り
輝
い
て
い
て
、
と
て

も
素
敵
で
す
。 

私
は
現
在
、
な
か
な
か
打
ち
込

め
る
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
コ
ロ
ナ
も
あ
る
為
、

家
で
出
来
る
も
の
を
今
後
見
つ
け

て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
新
し

い
治
療
方
法
と
し
て
、
日
本
で
も
本
年
７

月
に
厚
労
省
の
特
例
承
認
を
受
け
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
、
軽
度
か
ら
中
程
度
の

患
者
に
対
す
る
『
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
』

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

20

年

11

月
２
日
付
けF

D
A

（
ア
メ
リ

カ
の
薬
事
局
）
の
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
を
読
み

ま
す
と
、
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
社
の
治
療
薬
（
二

種
類
の
中
和
抗
体

c
a

s
iriv

im
a
b
u

と

im
u

d
e
v
im

a
b
u

の
組
み
合
わ
せ
）
が
成
人
、 

突
起
（
ス
パ
イ
ク
蛋
白
質
）
に
中
和
抗
体

が
く
っ
つ
い
て
ヒ
ト
の
細
胞
に
結
合
し
難

く
な
り
、
体
内
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
重
症
化

を
抑
え
る
働
き
が 

あ
り
ま
す
。
こ
の 

よ
う
に
『
抗
体
カ 

ク
テ
ル
療
法
』
は
、 

体
内
で
ウ
ィ
ル
ス
が
増
殖
し
始
め
る
感
染

初
期
段
階
で
の
治
療
効
果
が
あ
る
の
で

す
。 

【
施
設
長 

岡 

賢
了
】 

 

８
月
４
日
、
午
前
・
午
後
と
フ
ロ
ア

ご
と
に
分
か
れ
、
夏
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
利
用
者
様
と
職
員
全
員
が
浴

衣
や
半
被
を
着
て
、
夏
ま
つ
り
ら
し
い

雰
囲
気
で
す
。
先
ず
は
職
員
手
作
り
の

神
輿
を
手
拍
子
で
迎
え
ま
す
。
そ
し
て

炭
坑
節
に
合
わ
せ
て
踊
る
利
用
者
様
と

職
員
、
笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。
昔
を
思
い

出
さ
れ
た
の
か
、
涙
を
流
す
利
用
者
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
最
後
に
ビ

ン
ゴ
大
会
で
す
。
五
つ
の
数
字
が
揃
っ

た
方
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
菓
子
を
貰

い
ま
す
。
全
員
が
お
菓
子
を
貰
っ
た
と

こ
ろ
で
お
や
つ
タ
イ
ム
。
お
茶
を
飲
み 

小
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
有
効
で
あ

る
と
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
と
体
内
で
中
和
抗
体

が
作
ら
れ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
だ
け
の
中
和
抗
体
の
量
で
は『
治

療
効
果
』
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
遺
伝
子
操
作
で
人
工
的
に
作
ら
れ

た

中

和

抗

体

『ca
siriv

im
a

b
u

』

と

『im
u

d
e
v
im

a
b

u

』
を
混
ぜ
て
ま
ぜ
て
カ

ク
テ
ル
化
し
た
治
療
薬
を
点
滴
で
投
与
し

ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
表
面
に
あ
る 

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
利
用

者
様
の
笑
顔
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま 

す
。
利
用
者
様
が
毎
日
笑
顔
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
来
年
も
楽
し
い
夏
ま
つ

り
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
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最近は大きな地震や、豪雨等の自然災害があり、

世界中で猛威を奮っている新型コロナウイルス感染

症も見られ、生活にも制限が出ています。この環境

の中で私ども職員は、利用者さんの身の回りの安全

対策や感染対策、施設での生活環境の取り組み等を

行っております。今回はそれらの一部をお伝えした

いと思います。 

 【体調管理】 

毎日の検温や脈数の測定、体調の 

変化により病状に合わせた対応を、 

医師の指示により チームで行っ 

ています。 

 【食事】 

食事は可能な限りベッドから起き 

て、食堂で摂ります。感染対策とし 

て食事前後にテーブルを次亜塩素酸 

ナトリウムで消毒・除菌を行い、対 

面での配席はしておらず、間隔を広く 

とっています。また、災害時の食料備蓄もあります。 

 【入浴】 

利用者さんの身体状況に合わせた 

入浴(一般浴、リフト、寝台)を行っ 

ています。また、皮膚トラブルなど 

身体の異常がないかを確認しています。 

 【排泄】 

利用者さんの状態に合わせて、 

少しでも自立出来るサインを 

見逃さず介助をしています。 

【行事】 

各月の誕生会は各フロアでカードの 

贈呈と歌でお祝いします。豆まき、 

お花見、運動会、夏祭りなど、 

感染対策に配慮しながら、楽しんで 

いただいています。 

夏と共にパラリンピックも終わります。“パラリンピッ

クの父”と呼ばれる医師の「失ったものを数えるな、残

されたものを最大限生かせ」の言葉と選手達の雄姿か

ら沢山の勇気をもらっています。 （支援相談員 Ｏ） 

 デイでは皆さんのワクチンも 2 回接種が終わり、

少しホッとしたいのですが、感染者の数は増えて

いて油断できません。オリンピックの熱い戦いも

終わりました。デイケアでも、若い選手が金メダ

ルをとった“スケートボード”に挑戦しました。ま

だまだ若者には負けない熱い戦いでした。 

【リハビリ】 

安全な生活が送れるよう、筋力・体力の維持・向上の

為の練習や認知症予防・悪化予防の為に、脳トレや集

団リハを行っています。 

 

生活上では、感染対策で密とならない様に利用者さん

同士の間隔を空けて対応をしていますが、その結果、皆

様の会話が少なくなったと感じております。会話は集団

生活の大切なコミュニケーションであり、情報の共有に

もなります。また利用者さんとご家族との面会も出来な

い状況が続いており、利用者さんの心理面も不安定にな

りがちです。 

私ども職員は、少しでもこの現状の中で利用者さんが落

ち着いて穏やかに過ごせる様に、声掛けを行い、利用者さ

んの訴えを傾聴し、不安にならない様に介護しています。 

早く人々が、笑顔で会える世の中となって欲しい… 

（介護主任 Ｈ Ｍ） 


